
令和 4 年 3 月 30 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

↓

・

・

＜成果＞

実施した結果

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

・利用者、職員共に毎日欠かさず気持ちの良い挨拶をしてくれて関心していました。

・作業を一生懸命している姿に心を打たれました。

・作業に来てくれる事に対して非常に感謝しています。

・来店されるお客様も大変感心していました。

・砂糖の袋詰めをする際のこぼす量を減らして頂ければ更に良くなると思います。

・今後も作業をしていただきたい。

・作業数の増加依頼と障碍者雇用への検討

・重量物の取り扱いがある為、利用者の選考

　地域連携活動のねらい　　→

　地域にとってのメリット　→

　対象者にとってのメリット

地域における企業との連携

人材不足の解消

施設外の作業を通じて就業

意識の向上と就労マナー等のスキルアップ

・請負企業様との信頼関係の構築

活　動　場　所

実　施　日　程

実施した生産活動

施設外就労の概要

利　用　者　数　等

：砂糖の計量・袋詰め・シーラー掛け・箱詰め・運搬

：請負企業内

：１２月１日～３月２８日

：週３日程度

：４～５名

住　所 鹿児島県姶良郡湧水町北方808番地1 管理者名 加藤　正宏

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 障害者支援センターワークショップゆうすい 事業所番号 4612815110

連携先企業名 株式会社　アーモンド工房　カホク 担当者名 和田　久輝

電話番号 0995-74-2222 対象年度 令和3年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

　　地域企業で作業を行う事で利用者も地元の企業に対する興味・

　関心が沸いた事と企業側から作業に対するフィードバックも頂け

　たことで地域で働く事の楽しさや厳しさを知って頂く機会となっ

　た。

砂糖の袋詰め

様式１

計量と袋詰め作業の様子 パレットに並べて行きます

シーラー掛けの様子 仕上がり製品


